
最近の取り組み状況の紹介 

資料４ 

第 20 回 神奈川県移動性（モビリティ）向上委員会 

 ・国道16号保土ヶ谷バイパスⅡ期（町田立体） 

 ・稲生橋交差点におけるピンポイント渋滞対策 

 ・稗原交差点におけるピンポイント渋滞対策 

令和元年８月２日 

 いな   お   ばし 

 ひえ ばら 
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１．概要 

○位置図 

 国道１６号が国道２４６号と交差する東名 
入口交差点付近を立体化。 

２．目的 

３．計画の概要 

・東名高速や横浜新道等の幹線道路との連絡強化 
・交通混雑の緩和 
・沿道環境の改善 

 区  間：東京都町田市鶴間地先 
 計画延長：2.1km 
 幅  員 
  ・専用部：21m 
  ・一般部：38～63m 
 道路規格・設計速度・車線数 
  ・専用部：第１種第３級・８０ｋｍ／ｈ・４車線 
  ・一般部：第４種第１級・６０ｋｍ／ｈ・４車線  

４．完成イメージ 

計画横断図 

国道16号 
保土ヶ谷バイパス（Ⅱ期） 

（町田立体） ① 

② 

断面② 

断面① 

平成２８年４月２４日開通 

延長2.1km 

○ 国道１６号 保土ヶ谷バイパスⅡ期（町田立体）は、国道１６号が国道２４６号と交差する東名入口交差点付
近を立体化する計画延長2.1kmの事業。 

○ 東名高速や横浜新道等の幹線道路との連絡強化、交通混雑の緩和、沿道環境の改善を目的としている。 

本線部 

平成３１年３月１６日開通 

ランプ部（八王子方面） 

出典：R1.6.14 川崎国道事務所記者発表資料を基に作成 
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○ H28年4月24日に本線部が開通。H31年3月16日にランプ部が開通となっている。 

※横浜町田ＩＣ直結ランプ（オフランプ） ※横浜町田ＩＣ直結ランプ（オンランプ） 

至 八王子 

至 横浜町田インター 至 八王子 

至 横浜町田インター 

○開通後の状況（H３１年３月１８日撮影） 
 ① ② 

：本線部 
  H28年4月24日開通 

：ランプ部 
  H3１年3月16日開通 

：一般部 

：高速道路 

－凡 例－ 

至 

横
浜 

至 

八
王
子 

南町田北 
交差点 

東名入口 
交差点 

横断図 

至 渋谷 

至 厚木 

Ｈ２８年４月２４日開通 

歩道部 歩道部 

一般部 一般部 

町田立体（本線部） 

東
名
高
速
道
路 

オンランプ 

オフランプ 

横浜町田
インター 

H31.3.16開通 

本線部 

平面図 

H31.3.16開通 

① 

② 

４－１ 国道１６号 保土ヶ谷バイパスⅡ期（町田立体） 

出典： 
R1.6.14 川崎国道事務所記者発表資料を
基に作成 
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○ 今回の東名高速と直結したことにより保土ヶ谷ＢＰの利便性が向上し、保土ヶ谷バイパス（Ⅱ期）の交通量は
開通前36,100台/日から開通後45,200台/日となり約25%増加。 

○ 国道１６号一般部の交通量は、平成28年度の保土ヶ谷バイパス開通により減少傾向にあるが、高架部ラン
プ開通で開通前28,800台/日から開通後22,900台/日となり約20%減少。 

※調査日 開通前：平成30年12月 4日(木)、18日(木)の平均値 
     開通後：平成31年 4月16日(火)、17日(水)の平均値 

４－１ 国道１６号 保土ヶ谷バイパスⅡ期（町田立体） 

○断面交通量の変化（A-A’断面） 
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出典：R1.6.14 川崎国道事務所記者発表資料を基に作成 
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○ 県道川崎府中と市道向ヶ丘遊園駅菅生線が交差する稲生橋交差点では、朝夕の時間帯に渋滞が発生。 
○ このため、平成30年12月に、市道向ヶ丘遊園駅菅生線の「生田緑地側」から「府中方面」へ向かう車両の左
折レーンを増設し、直進車と分離するなどの交差点改良を実施。 

○ 最大渋滞長の減少及び最大通過時間の短縮の効果が発現。 

４－２ 稲生橋交差点におけるピンポイント渋滞対策 

 
交通容量を超える交通量

の集中により、平日の朝

夕ピークや休日を中心に

渋滞が発生 

 

 

稲生橋交差点 

平成 30年 12月対策 

稗原交差点 

平成 31年 3月対策 
：平成 30年度対策 

：過年度対策 

：対策予定箇所 

■位置図 ■対策による効果 

【市道向ヶ丘遊園駅菅生線】 
 ・最大通過時間：２分５８秒短縮  
 ・最大渋滞長：１８０ｍ減少 
【県道川崎府中】 
 ・最大通過時間：３分４秒短縮 
 ・最大渋滞長：１６０ｍ減少 
（※調査日：対策前 平成３０年 ５月２９日   対策後 令和元年 ５月２８日） 

【市道向ヶ丘遊園駅菅生線】（「生田緑地側」から「府中方面」） 

【県道川崎府中】（「溝口側」から「府中方面」） 

1日の最大渋滞長 

1日の最大渋滞長 1日の最大通過時間 

1日の最大通過時間 

■事業概要 

 いな   お   ばし 

至 府中 

至 溝口 

至 

生
田
緑
地 

出典：R1.6.19 川崎市報道発表資料を基に作成 
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○ 市道尻手黒川線と市道稗原線が交差する稗原交差点では、朝夕の時間帯に渋滞が発生。 
○ このため、平成31年3月に、市道稗原線の「横浜市側」から「麻生区方面」へ向かう車両の左折レーン長を延
伸させるなどの交差点改良を実施。 

○ 最大渋滞長の減少及び最大通過時間の短縮の効果が発現。 

４－３ 稗原交差点におけるピンポイント渋滞対策 

 

 

稲生橋交差点 

平成 30年 12月対策 

稗原交差点 

平成 31年 3月対策 
：平成 30年度対策 

：過年度対策 

：対策予定箇所 

■位置図 ■対策による効果 

【市道稗原線】 
 ・最大通過時間：２分５９秒短縮  
 ・最大渋滞長：２３０ｍ減少 
（※調査日：対策前 平成３１年 ２月 ８日   対策後 令和元年 ５月２４日） 【市道稗原線】（「横浜市側」から「麻生区方面」） 

1日の最大渋滞長 1日の最大通過時間 

■事業概要 

ひえ ばら 

車線運用見直し【右→直右】 
左折車線長の延伸 

至 横浜市 

市道稗原線 

至 麻生区 

 稗原交差点 

出典：R1.6.19 川崎市報道発表資料を基に作成 


